
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

若手研究(B)

2014～2012

視聴覚実験を用いたオノマトペの特殊性に関するフレーム意味論的研究

An audiovisual-experimental study of the frame-semantic properties of mimetics

２０６２４２０８研究者番号：

秋田　喜美（Akita, Kimi）

大阪大学・言語文化研究科（研究院）・講師

研究期間：

２４７２０１７９

平成 年 月 日現在２７   ５ ２３

円     2,800,000

研究成果の概要（和文）：フレーム意味論を基盤とする本研究は、主に日本語の擬音語・擬態語（オノマトペ）が持つ
豊富な意味内容を視聴覚資料を用いて探究した。手法としては、近年の認知言語学が中心に据える内省・コーパス・実
験を組み合わせた。具体的には、オノマトペの構文的・意味的制限の分析、視聴覚コーパス（「NHK東日本大震災アー
カイブス」など）を用いた抑揚・発声法・ジェスチャーに関する特徴の観察、さらにそれらの成果を踏まえ、ビデオや
図画を用いたオンラインオノマトペ事典の作成を行った。

研究成果の概要（英文）：This frame-semantic study delved into the fine-grained semantic content of 
mimetic/ideophonic words in Japanese with the help of audiovisual resources. Combining traditional 
methodologies in linguistics (e.g., introspection) with new "cognitive" methods (e.g., corpus statistics, 
experiments), we analyzed the constructional and semantic restrictions on mimetics and their 
paralinguistic correlates (e.g., intonation, phonation, gesture). These findings were reflected in the 
compilation of an online multimedia "encyclopedia" of Japanese mimetics.

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景 
(1) オノマトペ（擬音語・擬態語）の意味に
ついては、従来「鮮明」「感覚イメージ的」「直
感的」などの主観的形容ばかりがなされてき
た。その原因の一端は、日本語などを母語と
する研究者にとっては、オノマトペの意味は
あまりに「自明」であり、一々説明せずとも
直感的に分かってしまうことにある。一方で、
例えば「てくてく」の意味を説明するよう求
められた場合、「人が軽快に歩く様子」では
どこか物足りないように感じるのもまた事
実である。こうした直感は、非母語話者にと
って共有しがたいものであることは勿論、母
語話者にとっても、方言や時代が少しでも違
えば共有されない恐れがある。例えば、つい
最近の表現である「ぬるぬる動く」は、アニ
メキャラクターが CGのように滑らかに動く
様子を表すが、これを知って驚く日本語話者
は少なくないであろう。従って、オノマトペ
の意味論研究は、何らかの方法で実証性を高
める必要がある。 
 
(2) 同様の問題は、日本語教育でも取り上げ
られることがある。オノマトペは、日本語学
習者にとって最大の難関の 1つであるためで
ある。実際、これまでに 20 冊以上ものオノ
マトペ辞典が出版されている他、イラストや
ビデオを用いたオノマトペ教材の開発も数
件見られる。しかし、これらの資料は必ずし
も実用レベルに達しているとは言い難い状
況である。その理由の 1 つとして、「どのオ
ノマトペにどのメディアを用いるのが効果
的か」が一切考慮されていないことがある。
ビデオ教材ではビデオばかりが、イラスト教
材ではイラストばかりが使われているのだ。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、「フレーム意味論」（Frame 
Semantics）というきめ細かい意味を扱う理
論的枠組みと、「視聴覚資料」という方法論
的基盤を頼りに、実証性を備えたオノマトペ
の意味論を押し進めることを目的とした。日
本語には、オノマトペが豊富な言語としては
例外的に大規模な言語資料が存在する（オノ
マトペが豊富とされる言語には、他に韓国語、
バスク語、ズールー語、ハウサ語、セマイ語、
ケチュア語などがある）。本研究はこの強み
を活かした学際的かつ質的・量的な研究であ
る。 
 
(2) 言語学的な目的に加えて、理論的・実証
的基盤を有したオノマトペ学習の支援を目
指し、本研究では「マルチメディア日本語オ
ノマトペ事典」（MEJaM）というウェブサイ
トを開発することも目的とした。この「事典」
では、(1)の成果を活かし、各オノマトペの意
味の説明に適したメディア（例：ビデオ、ア
ニメーション、イラスト、コロケーション情
報、比喩）を選択的に用いるという方針をと
っている。 

３．研究の方法 
	
 主たる研究方法としては、近年の認知言語
学が中心に据える内省（作例）、コーパス（言
語資料）調査、実験の 3種を用いた。	
 
	
 
(1)	
 内省調査としては、各オノマトペがどう
いった文法的・構文的特徴を持つか（例えば
どういう場合に「と」が付くか）を特に構文
形態論（Construction	
 Morphology）という
理論を用いて分析した。また、各オノマトペ
の意味の多様性ないし「多義性」について、
韓国語・中国語・英語との比較を通して考察
した。	
 
	
 
(2)	
 コーパス調査としては、主として「国会
会議録」「名大会話コーパス」「NHK 東日本大
震災アーカイブス」という 3つの話し言葉資
料を用い、日本語オノマトペの言語的・パラ
言語的特徴を観察した。特に震災データ（被
災者等へのインタビュー）には、書き起こし
に加えてビデオ・音声が存在するため、従来
のオノマトペ研究では未着手であったイン
トネーションやジェスチャーといったパラ
言語的特徴の量的考察が可能となった。	
 
	
 
(3)	
 オノマトペ事典に用いるべきメディア
の選定のため、視聴覚情報がどれほど強く各
オノマトペを想起するかについて、簡単な産
出実験により検証した。具体的には、辞書的
説明または視聴覚情報（静止画、動画）を日
本語母語話者に提示し、それぞれ何というオ
ノマトペを意図したものかを想像させた。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 本研究の成果は多岐に渡る。その一方で、
いずれの成果も、オノマトペのきめ細かい意
味と実証的に向き合うことで得たものであ
る点が一貫している。	
 
	
 
(1)	
 内省的手法により得た成果としては、主
に日本語オノマトペの構文的特徴に関する
ものと、その多義性に関するものが挙げられ
る。両者は、オノマトペの意味内容の詳細に
迫るという点で共通しているとともに、本研
究課題のフレーム意味論的観点を例示する
ものである。	
 
	
 まず、構文的特徴については、以前より難
題とされてきた「と」の分布に関する一般化
を構文形態論の観点より提案した。それによ
ると、「てくてく歩く」のように「と」が現
れない例では、オノマトペは動詞とある種の
「複雑述語」をなしており、それゆえに意味
的に強い関係にある動詞を好み（?てくてく
出勤する）、その直前へ出現を好む（?てくて
く太郎は通りを歩いた）と分析した。	
 
	
 一方、多義性については、他言語との比較
により、日本語の擬声語（例：ぴよぴよ）が
複数の意味を持ちにくいこと、擬音語が「メ
トニミー的」な意味派生（拡張）を起こしや
すいこと（例：餅がかちかちだ（＝叩いたら



かちかち鳴りそうなくらい固い））、動詞に組
み込まれたオノマトペのほうが「メタファー
的」な拡張を起こしやすいこと（例：がたが
たいうな（＋組込）vs.	
 ?がたがたというな
（−組込））を指摘した。	
 
	
 以上に加え、「オノマトペで表せない意味
とは何か？」という疑問を出発点に、オノマ
トペの動的性質を指摘する研究も行った。こ
の特性により、例えば日本語に純粋に味・匂
い・色を表すオノマトペがないこと、「描写
構文」に用いにくいこと（例：??魚をぴちぴ
ちで食べた）などが捉えられる。この根本的
な指摘は、発展が待たれるオノマトペの理論
的研究の基盤となることが期待される。	
 
	
 
(2)	
 コーパス調査による成果としては、特に
オノマトペ使用頻度の経年変化と、オノマト
ペの典型的特徴と統語の相関を実証した。	
 
	
 前者については、国会会議録を用いて、戦
後 60 年間でオノマトペの使用が増えている
こと、その傾向がオノマトペの構文タイプに
より異なることを指摘した。図 1に示すよう
に、相対的に増えているのは「ぶらぶらと」
のように「と」の付く形である。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

図 1.	
 オノマトペ使用頻度の変遷	
 
	
 
	
 後者については、震災データを用いて、オ
ノマトペの典型的特徴、即ちイントネーショ
ンの高まり、裏声や囁きなどの特殊な発声法、
映像的ジェスチャーとの同期が、「〜と（例：
ぶらぶらと歩く）＞〜φ（例：ぶらぶら歩く）
＞〜する／だ（例：ぶらぶらする）」の順で
少なくなることを量的に示した。	
 
	
 また、名大会話コーパスにおける友人間の
雑談を用いて、一般副詞化したオノマトペ
（準オノマトペ副詞）に比べ、純正オノマト
ペが肯定平叙文という「基本的」な文に現れ
やすいことを示した（図 2）。さらに、この傾
向が「〜だ」（例：どろどろだ）の形では弱
まることも分かった。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

図 2.	
 オノマトペの生起文のタイプ	
 
	
 

	
 以上の発見は、オノマトペが段階性を持っ
て言語構造に組み込まれていること、また、
それに伴い様々な「オノマトペ的」特徴が失
われることを示している。	
 
	
 
(3)	
 最後に、視聴覚的素材を用いたオノマト
ペ事典の構築については、日本語話者への実
験により、主として以下の成果を得た。まず、
具体的で「鮮明」な意味を持つオノマトペと
いえども、全てがビデオによる説明を好むわ
けではないことが分かった。例えば、「ずき
ずき」が表す内的感覚には、図 3のように不
可視的情報を可視化したイラストやアニメ
ーションのほうが効果的である。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

図 3.「ずきずき」	
 
	
 
また、心理的なオノマトペ（例：うっかり、
がっかり）にはシナリオを含むビデオなどが
適切である。さらに、多くの場合に辞書的説
明と視聴覚的刺激の組み合わせにより理解
が促進されることが窺われた。こうした知見
は、開発中のウェブサイトに直接的に反映さ
せている。「語の意味によって使用メディア
を変える」という方法は、オノマトペ以外に
も応用可能であり、今後の語彙教育一般への
貢献も見込まれる。	
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